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本
組
合
の
中
・
四
国
地
方
支
部

管
内
執
行
委
員
会
が
、
今
治
市
の

愛
媛
支
部
で
行
わ
れ
る
の
に
合
わ

せ
、
田
中
伸
一
組
合
長
代
行
と
荻

山
淳
中
央
執
行
委
員
会
企
画
室
長

代
行
が
、
そ
の
移
動
に
大
阪
南
港

か
ら
オ
レ
ン
ジ
フ
ェ
リ
ー
を
利
用

し
た
。
大
阪
南
港
か
ら
「
お
れ
ん

じ
お
お
さ
か
」
に
乗
船
し
、
明
石

海
峡
航
路
か
ら
播
磨
灘
、
備
讃
瀬

戸
大
橋
を
通
過
し
て
、
約
８
時
間

の
航
海
で
愛
媛
県
・
東
予
港
に
到

着
。「
お
れ
ん
じ
お
お
さ
か
」
は
、

「
お
れ
ん
じ
え
ひ
め
」
と
２
隻
体

新
居
浜
市
に
あ
る
港
湾
で
、
重
要

港
湾
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
愛
媛

県
の
工
業
活
動
の
中
核
と
し
て
重

要
な
位
置
を
占
め
、臨
海
部
に
立

地
す
る
工
場
の
原
材
料
や
製
品
の

輸
出
入
、阪
神
地
域
と
を
結
ぶ
フェ

リ
ー
で
の
移
動
を
中
心
に
、
産
業

活
動
と
地
域
の
物
流
を
支
え
る
拠

点
港
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た

し
、現
在
は
複
合
一
貫
輸
送
タ
ー
ミ

ナ
ル
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

　
東
予
港
は
入
出
港
時
の
水
路
が

非
常
に
狭
く
、
大
型
カ
ー
フ
ェ
リ

ー
の
船
体
を
港
内
で
回
頭
さ
せ
て

着
岸
さ
せ
る
高
度
な
操
船
技
術
が

必
要
と
さ
れ
る
港
で
あ
る
。

　
「
お
れ
ん
じ
お
お
さ
か
」
の
村

瀬
孝
浩
船
長
は
「
愛
媛
県
東
予
港

は
新
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
完
全
移
転
し

た
。
こ
の
愛
媛
県
東
予
港
は
入
港

時
の
航
路
幅
が
狭
く
、
港
内
は
回

頭
し
て
の
着
岸
と
な
る
。
さ
ら
に

は
愛
媛
県
の
中
心
都
市
で
あ
る
松

制
で
同
航
路
に
就
航
し
て
い
る
。

　
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
の
コ
ン
セ
プ
ト

は
「
動
く
ホ
テ
ル
」。
客
室
は
シ

ン
グ
ル
と
ツ
イ
ン
タ
イ
プ
の
全
室

が
完
全
個
室
。
い
つ
で
も
利
用
で

き
る
展
望
風
呂
も
魅
力
の
一
つ

で
、
航
海
中
は
瀬
戸
内
海
に
浮
か

ぶ
島
々
と
壮
大
な
海
の
景
色
を
満

喫
し
な
が
ら
、
お
風
呂
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
。

海
技
の
伝
承
・
未
来
へ
紡
ぐ
操
船

技
術
・
東
予
港
で
の
回
頭
着
岸

　
オ
レ
ン
ジ
フェ
リ
ー
が
入
港
す
る

東
予
港
は
、
愛
媛
県
の
西
条
市
と

山
市
に
抜
け
る
峠
〝
桜
三
里
〞
か

ら
風
が
吹
き
降
ろ
す
た
め
、
着
岸

作
業
は
、
一
層
の
緊
張
を
伴
う
。

乗
組
員
一
同
、
日
々
緊
張
感
を
持

っ
て
安
全
運
航
に
努
め
て
い
る
。

今
後
と
も
安
心
・
安
全
で
快
適
な

船
旅
を
お
客
様
に
届
け
た
い
」
と

語
っ
た
。

　
田
中
組
合
長
代
行
は
「
大
阪
南

港
か
ら
愛
媛
県
東
予
港
ま
で
快
適

な
船
旅
を
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
愛
媛
県
東
予
港
の
入
港
作
業

を
視
察
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、

皆
さ
ん
の
緊
張
感
が
ひ
し
ひ
し
と

伝
わ
り
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な

作
業
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
」
と

語
り
、
狭
水
道
航
路
を
通
過
し
、

操
船
技
術
を
駆
使
し
て
の
回
頭
着

岸
な
ど
、
安
全
運
航
に
努
め
る
組

合
員
の
皆
さ
ん
を
激
励
し
た
。

今
治
市
や
松
山
市
への
ア
ク
セ
ス
が
便
利

今
治
市
や
松
山
市
への
ア
ク
セ
ス
が
便
利

　
大
阪
と
愛
媛
を
結
ぶ
オ
レ
ン
ジ
フ
ェ
リ
ー
（
お
れ
ん
じ
お
お
さ
か
・
お
れ
ん
じ
え
ひ
め
）。
大
阪
南
港
と
愛

媛
県
・
東
予
港
を
約
８
時
間
で
結
ぶ
。
今
年
は
大
阪
・
関
西
万
博
や
、
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
２
０
２
５
な
ど
、

大
阪
か
ら
瀬
戸
内
海
に
か
け
て
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
ト
ラ
ッ
ク
や
自
家
用
車
で
移
動
す
る
ド
ラ
イ
バ

ー
に
も
、
仕
事
や
健
康
面
で
の
負
担
を
軽
減
し
て
く
れ
る
船
旅
は
利
用
者
が
多
い
。
ま
た
、
愛
媛
県
の
東
予

港
か
ら
今
治
市
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
良
く
、
サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
聖
地
と
呼
ば
れ
る
今
治
か
ら
尾
道
ま
で
の
「
し
ま

な
み
海
道
」
を
楽
し
む
旅
行
客
に
、
オ
レ
ン
ジ
フ
ェ
リ
ー
の
「
マ
イ
バ
イ
ク
ス
テ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
が
人
気
だ
。

左から荻山淳中央執行委員会企画室長代行、村瀬孝浩船長、
田中伸一組合長代行、四国開発フェリー㈱の吉上勝典取締役

入港作業入港作業入港作業

おれんじおおさかおれんじおおさかおれんじおおさか

操舵室操舵室操舵室

備讃瀬戸大橋備讃瀬戸大橋備讃瀬戸大橋

ロイヤルルームロイヤルルームロイヤルルーム

マイバイクステイサービスマイバイクステイサービスマイバイクステイサービス
（自転車を部屋に固定）（自転車を部屋に固定）（自転車を部屋に固定）

東予港へ入港東予港へ入港東予港へ入港

東予港東予港東予港

東予港に停泊中のおれんじおおさか東予港に停泊中のおれんじおおさか東予港に停泊中のおれんじおおさか
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九
州
商
船
株
式
会
社
は
、
前
身

の
九
州
汽
船
が
１
９
１
１
年
（
明

治
44
年
）
創
業
の
老
舗
の
海
運
会

社
で
あ
り
、
西
九
州
か
ら
南
九
州

に
か
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
航
路
で
旅

客
船
・
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
の
ほ
か
、

水
中
翼
船
や
ホ
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
な

ど
も
運
航
し
、
現
在
は
長
崎
〜
五

島
・
上
五
島
、
長
崎
〜
上
五
島
・

佐
世
保
〜
宇
久
・
小
値
賀
・
佐
世

保
〜
上
五
島
の
航
路
な
ど
を
中
心

に
、
フ
ェ
リ
ー
４
隻
と
高
速
船
３

隻
、
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
２
隻
を

運
航
し
、
離
島
に
住
む
人
々
の
生

活
を
支
え
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
37
年
間
に
わ
た
り
、

佐
世
保
港
を
基
点
に
活
躍
し
て
き

た
「
フ
ェ
リ
ー
な
み
じ
」
が
、
代

替
船
「
フ
ェ
リ
ー
ニ
ュ
ー
こ
し

き
」
と
交
代
し
、
５
月
30
日
の
最

終
航
海
で
引
退
の
日
を
迎
え
た
。

最
終
航
海
に
は
多
く
の
利
用
客
や

関
係
者
が
、
各
港
の
岸
壁
に
見
送

り
に
訪
れ
、
佐
世
保
〜
上
五
島
航

路
の
顔
で
あ
っ
た
本
船
と
の
別
れ

を
惜
し
ん
だ
。
翌
５
月
31
日
に
は

船
籍
港
の
長
崎
港
へ
回
航
し
、
青

空
が
広
が
る
穏
や
か
な
天
候
の
な

か
、
白
地
に
緑
色
の
船
体
が
ゆ
っ

く
り
と
長
崎
港
の
柳
ふ
頭
へ
、
ゆ

っ
く
り
着
岸
し
た
。

　
回
航
を
終
え
た
戸
村
景
介
船
長

は
「
九
州
商
船
株
式
会
社
に
入
社

し
て
２
年
後
に
本
船
が
就
航
し
、

自
身
も
佐
世
保
地
区
の
船
員
で
あ

る
時
期
も
長
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

本
船
と
と
も
に
船
乗
り
人
生
を
歩

ん
で
き
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

な
く
、
本
船
最
後
の
船
長
と
し
て

役
目
を
果
た
し
た
こ
と
は
感
慨
深

い
。
37
年
間
に
わ
た
り
安
全
運
航

を
保
つ
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、

こ
れ
ま
で
の
乗
組
員
た
ち
の
努
力

の
賜
物
で
あ
る
こ
と
に
感
謝
し
た

い
」
と
語
っ
た
。

　
ま
た
、
中
野
重
男
機
関
長
は

「
当
社
に
お
い
て
自
分
の
先
輩
に

あ
た
る
本
船
は
、
高
船
齢
に
よ
る

ト
ラ
ブ
ル
対
応
な
ど
大
変
な
こ
と

も
あ
っ
た
が
、
無
事
に
航
海
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
話
を
し

て
く
れ
た
。

長崎支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事フェリーなみじ最終航海フェリーなみじ最終航海
離島航路を支えてくれてありがとう離島航路を支えてくれてありがとう
九州商船株式会社九州商船株式会社九州商船株式会社

佐
世
保
〜
五
島
列
島
航
路
で
活
躍
し
、フ
ェ
リ
ー
ニ
ュ
ー
こ
し
き
と
交
代

佐
世
保
〜
五
島
列
島
航
路
で
活
躍
し
、フ
ェ
リ
ー
ニ
ュ
ー
こ
し
き
と
交
代

　
長
崎
県
佐
世
保
港
〜
五
島
列
島
の
一
つ
、
上
五
島
の
有
川
港
を
結
ぶ
九
州
商
船
株
式
会
社
の
「
フ
ェ
リ
ー
な
み
じ
」
が
最
終
航
海
に
臨
み
、
多
く

の
島
民
や
関
係
者
が
別
れ
を
惜
し
ん
だ
。「
フ
ェ
リ
ー
な
み
じ
」
は
昭
和
62
年
12
月
に
就
航
し
、
定
期
航
路
で
就
航
し
て
い
る
フ
ェ
リ
ー
と
し
て
日
本

国
内
で
は
最
も
古
い
船
で
あ
る
が
、
船
体
や
機
器
の
保
守
状
態
も
良
好
で
37
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、
離
島
航
路
を
支
え
て
き
た
。
５
月
30
日
か
ら

は
、
代
替
船
「
フ
ェ
リ
ー
ニ
ュ
ー
こ
し
き
」（
総
ト
ン
数
９
４
０
ト
ン
、
旅
客
定
員
３
８
１
名
）
が
就
航
し
、
佐
世
保
港
〜
有
川
港
の
航
路
を
一
日
二

往
復
し
、
上
五
島
の
島
民
の
生
活
航
路
と
し
て
、
ま
た
、
五
島
列
島
を
訪
れ
る
観
光
客
に
充
実
し
た
船
旅
を
提
供
し
、
離
島
航
路
を
支
え
て
い
く
。

これからは
フェリーニューこしきの
活躍が期待される

左から戸村景介船長、中野重男機関長

代替船・フェリーニューこしき代替船・フェリーニューこしき代替船・フェリーニューこしき

フェリーなみじフェリーなみじフェリーなみじ

操舵室操舵室操舵室

佐世保港に入港佐世保港に入港佐世保港に入港

有川港で島民が見送り有川港で島民が見送り有川港で島民が見送り
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遠
洋
漁
船
の
魅
力
を
伝
え
る

遠
洋
漁
船
の
魅
力
を
伝
え
る

　
晴
天
に
恵
ま
れ
た
５
月
27
日
、

九
州
関
門
地
方
支
部
会
館
の
屋
上

に
祀
ら
れ
て
い
る
「
金
刀
比
羅

宮
」
に
お
い
て
、
金
刀
比
羅
安
全

祈
願
祭
を
開
催
し
、
全
日
本
海
員

組
合
の
政
治
参
与
を
は
じ
め
、
海

事
関
係
者
や
行
政
機
関
、
関
係
各

社
の
ほ
か
全
国
海
友
婦
人
会
・
海

員
組
合
Ｏ
Ｂ
会
な
ど
、
総
勢
56
人

が
参
列
し
、
神
事
が
厳
か
に
執
り

行
わ
れ
た
。　

　
安
全
祈
願
祭
開
催
に
あ
た
り
、

主
催
者
を
代
表
し
て
松
本
順
一
九

州
関
門
地
方
支
部
長
は
「
海
運
、

水
産
業
は
、
か
つ
て
か
ら
日
本
の

発
展
に
寄
与
し
、
国
民
に
と
っ
て

欠
か
せ
な
い
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し

て
生
活
を
支
え
て
い
る
。
災
害
時

に
お
い
て
も
船
舶
、
船
員
は
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
が
、
そ

の
認
知
度
は
低
く
後
継
者
の
確

保
、
育
成
は
急
務
と
な
っ
て
い

る
。
国
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
基

幹
産
業
と
し
て
、
安
全
意
識
の
向

上
、
海
難
事
故
と
船
員
災
害
の
撲

滅
に
取
り
組
み
、
海
運
、
水
産
業

の
発
展
に
つ
な
げ
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
を
述
べ
た
。

　
引
き
続
き
、
宮
司
に
よ
る
ご
祈

祷
を
賜
り
、
参
列
の
代
表
者
が
順

に
玉
串
奉
奠
を
行
っ
た
後
、
参
列

者
全
員
で
、
洋
上
で
働
く
組
合
員

の
航
行
安
全
と
海
運
業
界
の
さ
ら

な
る
発
展
を
祈
願
し
、
金
刀
比
羅

安
全
祈
願
祭
を
終
了
し
た
。

三崎支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事

漁業ガイダンス漁業ガイダンス
漁師の仕事！知る授業漁師の仕事！知る授業

神奈川県立海洋科学高等学校神奈川県立海洋科学高等学校神奈川県立海洋科学高等学校

九州関門
地方支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事

海難事故と
船員災害の撲滅に向け船員災害の撲滅に向け
組合員の航行安全祈願組合員の航行安全祈願

金刀比羅安全祈願祭金刀比羅安全祈願祭金刀比羅安全祈願祭

　
２
０
２
５
年
６
月
15
日

中
央
選
挙
委
員
会　
議
長　
　
　
齋
藤　
洋

第
40
期
全
国
委
員
の
資
格
喪
失
告
示

　
一
、
次
の
者
は
、
規
約
第
47
条
Ａ
項
８
号
に
よ
り
、
全
国
委

員
資
格
を
喪
失
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　
《
全
国
区
・
全
国
単
位
》

沖
村　
佑
稀

第
40
期
全
国
委
員
の
当
選
告
示

　
一
、
規
約
第
45
条
Ｄ
項
１
号
に
基
づ
き
、
次
の
者
を
繰
り
上

げ
に
よ
る
当
選
人
と
す
る
。

　
《
全
国
区
・
全
国
単
位
》

当
選
人　
上
田　
武
史

名
門
大
洋
フ
ェ
リ
ー　
一
等
航
海
士

　
二
、２
０
２
５
年
６
月
５
日
付
で
告
示
し
た
第
40
期
全
国
委
員

補
充
選
挙
に
つ
い
て
は
、
立
候
補
の
受
け
付
け
を
締
め
切
り
、

立
候
補
者
の
資
格
審
査
を
行
い
、
候
補
者
が
適
格
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
た
。

　
対
立
候
補
者
が
な
い
立
候
補
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
国

委
員
選
挙
規
則
第
25
条
Ｄ
項
に
よ
り
投
票
を
略
し
、
当
選
人
を

次
の
通
り
と
す
る
。

　
《
企
業
区
・
企
業
単
位
》

　
０
９
６　
高
松
地
区
汽
船
グ
ル
ー
プ

（
補
充
定
員
１
名
・
立
候
補
者
１
名
）

当
選
人　
濵
﨑　
勉　
　
伊
島
連
絡
交
通
事
業

船
長

以　
上

　
５
月
９
日
、
神
奈
川
県
立
海
洋

科
学
高
等
学
校
実
習
棟
２
階
教
室

で
、
漁
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
「
漁
師

の
仕
事
！
知
る
授
業
」が
行
わ
れ
、

神
奈
川
県
立
海
洋
科
学
高
等
学
校

の
本
科
２
年
生
９
人
と
本
科
３
年

生
２
人
、
専
攻
科
２
年
生
１
人
の

計
12
人
が
出
席
し
た
。

　
こ
の
漁
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
は
全
国

漁
業
就
業
者
確
保
育
成
セ
ン
タ
ー

が
中
心
と
な
り
、本
組
合
の
ほ
か
、

住
吉
漁
業
株
式
会
社
、
大
洋
エ
ー

ア
ン
ド
エ
フ
株
式
会
社
、
共
同
船

舶
株
式
会
社
、株
式
会
社
長
久
丸
、

勝
倉
漁
業
株
式
会
社
、
有
限
会
社

廣
屋
の
６
社
が
参
画
し
た
。

　
ガ
イ
ダ
ン
ス
開
始
に
あ
た
り
、

全
国
漁
業
就
業
者
確
保
育
成
セ
ン

タ
ー
の
北
井
楓
係
長
か
ら
、
本
ガ

イ
ダ
ン
ス
の
趣
旨
説
明
が
あ
り
、

海
員
組
合
か
ら
は
「
各
社
か
ら
の

説
明
を
受
け
て
漁
船
の
魅
力
を
知

っ
て
い
た
だ
き
、
将
来
漁
船
船
員

を
目
指
す
際
の
参
考
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
ガ
イ
ダ
ン
ス
は
６
社
で
４
ブ
ー

ス
を
設
置
、
各
ブ
ー
ス
で
担
当
者

か
ら
、
漁
業
の
種
類
や
漁
法
、
船

内
で
の
生
活
や
会
社
概
要
な
ど
に

つ
い
て
、
約
10
分
間
の
説
明
を
受

け
た
。

　
カ
ニ
か
ご
漁
船
で
捕
獲
し
た
マ

ル
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
を
船
内
で
脱
甲
作

業
す
る
動
画
や
、
底
は
え
縄
漁
船

で
捕
獲
し
た
マ
ゼ
ラ
ン
ア
イ
ナ
メ

の
説
明
な
ど
、
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る

動
画
の
ほ
か
、
共
同
船
舶
株
式
会

社
の
捕
鯨
船
や
目
視
調
査
船
な

ど
、
各
社
各
様
の
船
の
種
類
や
漁

法
に
つ
い
て
説
明
し
、
生
徒
た
ち

の
注
目
を
集
め
た
。

　
遠
洋
マ
グ
ロ
は
え
縄
漁
船
で
は
、

漁
法
を
は
じ
め
乗
船
期
間
や
船
内

生
活
な
ど
の
ほ
か
、
海
外
寄
港
時

の
よ
う
す
な
ど
、
遠
洋
漁
船
の
魅

力
を
伝
え
た
。

　
生
徒
た
ち
は
、
会
社
側
の
丁
寧

な
説
明
を
受
け
、
各
社
の
概
要
を

ノ
ー
ト
に
メ
モ
を
取
る
姿
が
見
受

け
ら
れ
た
他
、
将
来
は
遠
洋
マ
グ

ロ
は
え
縄
漁
船
に
乗
り
た
い
と
の

決
意
を
示
す
生
徒
も
お
り
、
多
く

の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
生
徒
た

ち
も
理
解
を
深
め
、
漁
業
ガ
イ
ダ

ン
ス
を
終
了
し
た
。
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５
月
18
日
、
神
戸
市
三
宮
の
フ

ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
で
第
52
回
神
戸
ま

つ
り
が
開
催
さ
れ
た
。
初
夏
の
汗

ば
む
陽
気
の
中
、
沿
道
は
お
ま
つ

り
パ
レ
ー
ド
を
目
当
て
に
来
場
し

た
約
78
万
９
千
人
の
観
客
で
埋
め

尽
く
さ
れ
、
街
中
が
賑
わ
い
を
見

せ
た
。

　
今
年
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
阪

神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
三
十
年
を

迎
え
、
１
９
９
５
年
か
ら
大
切
に

歌
い
継
が
れ
て
き
た
「
し
あ
わ
せ

を
運
べ
る
よ
う
に
」
の
大
合
唱
で

ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
神
戸
ま
つ
り
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン

ト
の
「
お
ま
つ
り
パ
レ
ー
ド
」
で

は
神
戸
市
民
協
会
を
先
頭
に
、
サ

ン
バ
・
民
踊
・
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン

ド
な
ど
の
個
性
あ
ふ
れ
る
67
団
体

（
約
４
６
０
０
人
）
が
、
フ
ラ
ワ

ー
ロ
ー
ド
・
三
宮
中
央
通
り
を
思

い
思
い
の
衣
装
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
披
露
し
、
沿
道
の
観
客
を
盛

り
上
げ
た
。

　
関
西
地
方
支
部
の
メ
ン
バ
ー

は
、
恒
例
の
船
員
職
業
ア
ピ
ー
ル

の
パ
レ
ー
ド
で
「
う
み
・
み
な
と

の
仲
間
た
ち
」
と
し
て
、
海
事
関

係
団
体
の
約
１
０
０
人
の
仲
間
た

ち
と
共
に
行
進
を
行
っ
た
。
今
年

は
８
番
目
の
隊
列
で
「
海
に
ひ
ら

こ
う
わ
れ
ら
の
未
来
」
の
横
断
幕

を
先
頭
に
、
船
長
服
を
身
に
着
け

た
ケ
イ
ラ
イ
ン
ロ
ー
ロ
ー
バ
ル
ク

シ
ッ
プ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
株
式
会

社
の
山
﨑
諒
職
場
委
員
と
上
原
颯

馬
在
籍
専
従
執
行
部
員
が
、
船
に

見
立
て
て
装
飾
さ
れ
た
車
両
の
上

か
ら
笑
顔
で
手
を
振
り
、
時
に
は

キ
リ
ッ
と
し
た
表
情
で
敬
礼
す
る

な
ど
沿
道
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
に

応
え
た
。

　
行
進
中
は
イ
ベ
ン
ト
本
部
の
案

内
放
送
で
「
日
本
の
貨
物
の
輸
出

入
の
99
％
以
上
が
船
で
運
ば
れ
て

い
る
こ
と
、
周
囲
を
海
に
囲
ま
れ

た
日
本
の
生
活
・
文
化
や
産
業
の

多
く
が
海
や
港
と
深
く
関
わ
っ
て

発
展
し
て
き
た
経
緯
、
特
に
神
戸

は
、
海
と
港
が
普
段
の
生
活
の
す

ぐ
そ
ば
に
あ
り
、
他
の
都
市
に
は

見
ら
れ
な
い
独
特
の
文
化
と
魅
力

が
あ
る
」
と
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
行
わ

れ
、
港
町
・
神
戸
を
ア
ピ
ー
ル
し

な
が
ら
、
海
運
の
重
要
性
を
神
戸

市
民
と
観
光
客
に
伝
え
た
。

関西
地方支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事

海にひらこう海にひらこう
われらの未来！われらの未来！

第52回神戸まつり第52回神戸まつり第52回神戸まつり

高松支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事第33回高松海員親睦ゴルフ大会第33回高松海員親睦ゴルフ大会第33回高松海員親睦ゴルフ大会

　
５
月
23
日
、
高
松
市
の
鮎
滝
カ

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
高
松
海
員
親

睦
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
た
。
当

日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
現
場
組

合
員
の
ほ
か
、
組
合
員
Ｏ
Ｂ
、
海

事
関
係
者
な
ど
総
勢
18
人
が
参
加

し
、
ゴ
ル
フ
を
通
じ
て
親
睦
を
深

め
た
。

　
ゲ
ー
ム
は
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方
式

に
よ
る
熱
戦
の
結
果
、
瀬
戸
大
橋

総
合
開
発
株
式
会
社
の
坂
井
達
也

さ
ん
が
優
勝
し
た
。
表
彰
式
で
は

坂
井
達
也
さ
ん
が
「
天
候
と
、
同

じ
組
の
メ
ン
バ
ー
に
恵
ま
れ
、
皆

さ
ん
の
お
か
げ
で
良
い
結
果
と
な

り
ま
し
た
。
来
年
も
出
場
し
た
い

で
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
盛
大
な

拍
手
が
送
ら
れ
た
。

　
岡
本
裕
二
高
松
支
部
長
は
、
ゴ

ル
フ
大
会
に
参
加
し
た
関
係
各
位

へ
謝
辞
を
述
べ
、
高
松
海
員
親
睦

ゴ
ル
フ
大
会
は
盛
会
裏
に
幕
を
閉

じ
た
。

五月晴れの中、五月晴れの中、
親睦を深める親睦を深める

おまつりパレードで
観客を盛り上げる
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